
クラス担任通信
日本大学歯学部

学生の授業・実習および学生生活について

第6学年

2020.11

基本的にはほぼ全てが遠隔授業ですが、大学の図書館など
でパソコンを使用して講義を受講している学生さんもおります。
席は三密を避けるべく、距離をとるようにデザインされておりま
す。慣れない環境の中、普段よりも効率的に学修し良い成果が
出ている学生がいる一方で、集中が続かず思うように勉強が進
んでいない学生がおり、２極化しているようです。次の国家試験
は例年以上に個々のやる気の持続と実行力が重要となっており
ますが、これまでモチベーションコントロールがうまくいっていな
い学生さんにおきましても、全国模試の結果が出る様になって
から、全国のライバル達の中での自分の立ち位置が分かるよう
になり、ようやく本気モードになった学生も目立つ様になってきま
した。国家試験合格に向けて一心不乱に勉強している学生は輝
いて見えます。
勉強以外におきましても、歯科医師になるための準備が着々

と進んでます。8月22日には当病院の歯科医師臨床研修マッチ
ング選考試験が実施され、受験希望者は全員受験いたしました。

今後の予定について

年初来の新型コロナウイルス感染症により，今までとは違った就学状況となっており不安を感じている方も多いかと思います。大学とい
たしましては，感染予防対策を最優先とした上で有効な学習環境の提供を行っております。入学以来学んできたことを基礎に確実に学
習する事ができればその努力は報われます。卒業そして国家試験合格に学年全員が邁進できるようにサポートしてまいります。

学年主任，クラス担任の紹介，父母へのメッセージ

学年主任からひとこと

主任 米原 啓之（口腔外科第Ⅱ講座）
第6学年の学年主任をしています，口腔外科学第Ⅱ講座教授の米原啓之です。いよいよ最終学年となり，卒業そして国家試験を迎え
ることになります。国家試験 合格を目指して学生が日々を有意義に過ごせるようにしていきたいと考えます。

担任 津田 啓方（生化学講座）
1年時より持ちあがりで担任をしております。本年度は、学生にとってはＰＣ画面の前での勉強が中心となり、モチベーションを保ちにく
い状況ですが、前期に学生に提示しました「この状況への対処のヒント」を利用してこの禍を乗り越えていただければと願っております。
【メッセージ】
本年度は、自分を律して進んで行ける学生が勝つ国家試験となります。コツコツと歩んでいきさえすれば、どんなに遠くてもいつかは
必ず目的地に到着します。ただ、そのスタートが遅いほどゴールラインに届かない可能性が高くなります。スタートがまだうまくいって
いない学生には、是非とも学習指導委員やTAの先生方、および我々担任に相談していただくようにご家族の方からもお伝え願います。

担任 松本 邦史（歯科放射線学講座）
昨年から連続して第6学年の担任を務め、学務・学習指導委員として教育のサポートも行っております。また、遠隔授業の責任者とし
て、日々の授業の運営にも携わっております。全学生の学力アップ、臨床能力向上そして国家試験全員合格を目指しています。
【メッセージ】
今年度の状況は本学だけでなく、全ての学生にとって学修のしづらい環境であることは言うまでもありません。我々が直接会って、学
修指導やサポートができる機会もほとんどない分、ご家族によるサポートが必要不可欠です。生活リズム、精神面のサポートをこれ
から3か月、これまで以上に気をかけて頂きたいと思います。

担任 中井 久美子（衛生学講座）
昨年度に引き続き担任を務めさせていただく衛生学講座の中井久美子と申します。担任および学習指導委員として生活と学業の両
面から本年度は関わらせて頂いております。
【メッセージ】
切磋琢磨しあえる友達が傍にいない状況の中、一人で勉強を進めていく事はとても大変な事だと思います。大学側もできる最大限
のサポートを進めてまいりますが、メンタル面においては御父母の力には敵わない部分も沢山ございます。ラストスパートに向け、御
父母の皆様もご一緒にご協力頂ければと思っております。

担任 竹内 義真（総合歯科学講座）
本年度からクラス担任を務めさせていただきます総合診療科の竹内義真と申します。総合診療科では、主に研修歯科医の指導と臨
床研修の運営に携わっております。講義は社会歯科学分野の担当をさせていただいております。
【メッセージ】
卒業や歯科医師国家試験など大変な年になりますが、少しでも多くの支援ができるよう努めて参ります。よろしくお願いいたします。
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